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研究成果の概要（和文）：学校教育における支援的なかかわりとしてのコーチングは，児童生徒の自律的な行動を導く
日常的なかかわり行動として，特に東日本大震災を間近で体験した児童生徒への心理的なケアにおいてその重要性が報
告されている。本申請研究では，コーチングの日常性及び自律性支援作用に着目する。そして，①児童生徒の自律的行
動を導く作用としてのコーチングの特性の解明とモデル化，及び②学校教育現場に利用可能なコーチング・プログラム
の開発・評価とプロトタイプの提案を行う。

研究成果の概要（英文）：The growing attention to coaching as a heart care suggests that the psychological 
support for disaster victims in the wake of the great east Japanese earthquake.
The purpose of this study was to construct a school coaching model and to develop a practical program in 
survivors of the great east Japanese earthquake.
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１．研究開始当初の背景 
グローバル化や少子高齢化など社会の急

激な変化に伴い、学校教育に求められる役
割や内容が変化している（中教審答申、
2012）。そのため、教育のスタイルを変え
ていくことが不可欠であり、新たな教育方
法が開発されることが必要とされている
（中教審答申、2012）。中でも、いじめや
不登校など、生徒指導上の諸課題へ適切に
対応できる実践的な指導力を身につけるこ
とが急務とされているため、理論に裏付け
られた高度かつ効果的な教育実践の研究は
最近特に注目されている。しかし、時間的
な余裕がない学校生活の中で、専門家にゆ
だねるカウンセリングによってではなく、
いかにして教師自身が日常的なかかわりを
通して児童生徒のこころのケアをしていく
かは、切実な問題となっている。特に東日
本大震災の被災地の学校では、日々の生活
の中で心理的なケアが必要とされる児童生
徒が多数存在している。こうした状況の中
で、相手を承認し、傾聴し、問いかけるこ
とで、相手の自律的な行動を導くコーチン
グによるかかわりは、その短期的問題解決
性、相互作用性、日常性、支援性という点
で、非常に有効なものと考えられる。 
研究代表者（北村）は、関連する先行研究
においてスポーツ、音楽、科学領域のエキ
スパートコーチの指導実践を取り上げ、コ
ーチング・メンタルモデルを構築し、その
汎用化に取り組んできた（例えば、北村、
2005、2006、2009）。同時に、各県市教育
委員会の指名を受け、各種教員研修講師と
してコーチング研修の実践を重ねる中で、
学校教育におけるコーチングの体系化・理
論化に向けた取り組みが高く評価され、
「日々の教育実践の中で実践力を身につけ
ていく」学校コーチングとして研修カリキ
ュラムの中に位置づけられ始めている。学
校コーチング研究は、学術的な波及効果、
貢献度の高さと社会的意義の高さが大いに
期待されるものである。 
 
２．研究の目的 
本申請課題では、カウンセリングよりも

より問題解決志向的で、知識技能を伝える
ティーチングよりもより支援的なかかわり
であるコーチングに注目する。学校教育現
場でのコーチング実践の詳細な分析を通し
て、優れたコーチング実践における思考・
行動特性を実践的指導力としてモデル化し、
そうした指導力を育成する学校コーチング
プログラムを開発することを目的とする。 

 
３．研究の方法 
まず、学校教育現場におけるコーチング

実践について、関連書籍・文献を整理して
理論的に精緻すると同時に、教科指導、生
活指導、委員会活動、学級活動におけるコ
ーチング実践の調査を実施する。調査に先

立ち、予備調査を行い、コーチングの実態
を捉えるための作業モデルを作成する。次
にそうした研究成果に基づき、コーチング
による児童生徒および教師の体験を縦断的
に調査する。その上で、これらの研究成果
に基づき、学校コーチングモデルを構築し、
教師のコーチング実践力育成のためのプロ
グラムを開発する。開発されたプログラム
は、パイロットスタディとして実践するこ
とを通して、その有効性・妥当性を検証し、
学校コーチングのプロトタイプとして提言
にまとめて発信する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４．研究成果 
学校教育におけるコーチングに関する内

外の文献調査を行い、これまでに明らかに
されてきた知見を整理すると共に、学校コ
ーチングの理論的枠組みおよび方法論を整
理した。その結果、(1) コーチングの考え
方として、児童生徒の自律的な行動を導く
支援的な関わりとしての位置づけがなされ
ている点、(2) 児童生徒が直面する現実的
な課題や問題の解決に向けた実践性が求め
られる点、(3) カウンセリングと異なり積
極的に問題解決を志向する相互作用が重視
される点、(4) 教師による教示的な関わり
とは異なる支援的関わりが中心的な役割を
果たす点、(5) 問いかける中で児童生徒の
語りに傾聴する支援行動が求められる点、
(6) 日常的な学校生活の中で展開し得る点、
が研究を進める上で中心的なものとなる点
が提示された。また、学校教育におけるコ
ーチングに関する横断的研究に向けた準備
態勢を整えるため、教科指導、生活指導、
委員会活動、学級活動におけるコーチング
実践の調査を実施した。具体的には、宮城
県の小中高等学校、特別支援学校の教員約
150 名を対象とした実態調査により、学校
教育現場におけるコーチング実践の実態を
明らかにした。その結果、学校教育現場で
コーチングを進める上で課題となる以下の
点が明らかとなった。まず第１に、個人へ
の対応と集団（複数名、グループ、学級、
学年、全校等）への対応の仕方である。コ
ーチングのあり方が変わるのではないかと
いった意見が多く示された。また、コーチ
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ングを実践するタイミングや頻度に関する
戸惑いも多く示された。更に、コーチング
の効果の評価や検証に関する疑問も出され
た。経験的にコーチングによる支援的関わ
りが児童生徒に大きな影響を示すのではな
いかといった実感はあるものの、実際には
どの程度効果が期待できるのか、検証が必
要である点が指摘された。 
また、東日本大震災の被災地の小中学校

に勤務する教師 186名を対象とした自由記
述の質問紙調査、および 10 回の学校教育
実践視察を行い、実際の現場における課題、
問題状況の把握、および実践の記述を行っ
た。その結果、コーチングをプログラムと
して開発・実践する際、場面、課題の深度、
児童生徒のもつ様々な資源、といった多層
的な視点を想定した具体化が重要である点
が示唆された。 
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